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出席の利用方法（学生） 
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概要 

この機能は e-class上で教員が出欠確認を行う場合に利用します。教員によっては e-classで

出席を管理されていない場合もあるため教員に指示に従ってご利用ください。 

 

手順 

1. 「出席」をクリックします。 

 
 

2. 教材名「出欠確認第○回」をクリックします。今回は第 1回で説明します。 

 

 

3. 「開始」をクリックします。 
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4. 「出席します」にチェックを入れ「送信データを送信する」をクリックします。 

 

 

5. 「出席データを送信しました！」と表示されたら「終了」をクリックします。 

 
 

6. 教材一覧に戻ります。 

 

  

※「送信します」にチェックを付けず 

「送信データを送信する」をクリックすると以下の

メッセージが表示されるので、「出席データを送

信する」をクリックします。 
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出席状況の確認 

1.「出席」をクリックします。 

 

 

2. 出席画面で該当する教材名の「状態」を確認します。 

 

（実際の画面） 

 

（注意） 

このとき「出欠確認 第○回」をクリックして出欠画面を開いて閉じた場合、データの上書き保存機

能が働きます。教員の設定によって○分間は出席、その後○分間は遅刻のような設定をされる場合

もあるため、出欠確認画面開くのではなく、必ず「状態」にてステータスをご確認ください。 

 

以上 

 

●本 FAQ に掲載した会社名、システム名、プログラム名、商品名などは核開発メーカーの商標または登録票です。 

●本文中では©マーク、Ⓡマーク、TMマークを省略しています。 

 

状態 内容 

出席 出席できている 

欠席 出席登録はできているが教員が指定した時間内に登録できていない可能性がある 

空欄や
履歴なし 出欠確認 第○回をクリックしていない or 出席を利用していない 


